
（別紙３）

～ 2025年　12月　20日

（対象者数） 56 （回答者数）
29

～ 2026年　3月　6日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

相談事もしやすくできるように、こちらからも声をかけるよ

うにしていきます。

2

子どもの特徴を早くとらえてその子に合った支援を考えてい

くことを職員で共有して徹底させていくようにする。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

発達センターや、担当者会議なども通して他の事業者や学校

などとつながるようにしていく。

地域の相談支援事業所との連携を行っている。

2

3

○事業所名 児童発達支援及び放課後等デイサービス　スマイル松戸八ケ崎

○保護者評価実施期間
2025年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　3月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所として地域との連携が薄いことだと思われる。 送迎の無い個別療育の為、他の施設との関連が薄いためだと思

う。

保護者が直接お迎えに来てくれるため、保護者との会話する機

会や指導を見ていただける機会が多い。保護者の困りごとを即

座に聞くことができ、早期に対応できること。

保護者の送迎の際に、支援の内容をお伝えすることはもちろ

ん、良かったことを多く報告するようにしている。

個別療育なので、個人の課題などを直接支援できるため、早く

成果が現れて本人も保護者も多くの方に満足していただけてい

ること。

個人の課題に忠実にお応えするため、時間の許す限り細かくお

話を聞くようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


